
 

令和4年度豊中市PTA連合協議会・第6回役員会 

連Pスローガン「繋がろう 笑顔溢れる子どもたちのために」 

 

12月6日（火）19時～教育センター 

 

次第 

（進行：岩田会長代行） 

１．会長あいさつ                            仙﨑会長                       

 

※PTAの必要性について                    大阪府PTA協議会 

 

２．各ブロックより報告 

  小学校北部ブロック                      長島ブロック長 

  小学校東部ブロック                      新井ブロック長 

  小学校中部ブロック                     山本副ブロック長 

  小学校南部ブロック                      中尾ブロック長 

  中学校北部ブロック                      中村ブロック長 

  中学校南部ブロック                      三間ブロック長 

  副会長会                             保坂委員長 

 

３．議題案件 

   ・新ブロックに伴う次年度引継ぎ（輪番表、スケジュール、引継ぎあり方会） 

   ・2/4（土）13時～15時PTA大会（＠文化芸術センター小ホール） 

 

４．その他 

   ・役員から質疑応答 

   ・事務局から連絡 

   ・次回開催日程の確認      月  日（  ）19時～教育センター 

 

５．閉会あいさつ                            会長代行 

 

 

 

 



 

 
豊中市 PTA 連合協議会・第６回役員会 議事概要 

 

開催日時：12月 6日（火）19 時～20時50分 

開催場所：教育センター教科教育室、オンラインとのハイブリッド形式 

出  席 者：〈豊中市ＰＴＡ連合協議会〉（以下、「連Ｐ」という） 

仙﨑会長（豊島）、三間会長代行（庄内さくら学園中）、 

岩田会長代行（14中）、中村書記（9中）、中尾広報委員長（島田）、 

保坂副会長会委員長（17中）、薗部副会長（刀根山）、 

長島副会長（少路）、伊関顧問（桜塚）、後藤顧問（13中）、 

中村大池小PTA会長、山崎上野小PTA会長 

「ズーム参加」 

山本広報副委員長（緑地）、新井生活安全副委員長（南丘）、 

瀬尾副会長（東丘）、 

〈豊中市教育委員会〉 

佐々本主査、田井主査 

 

〇次第 

１．会長あいさつ 

仙﨑会長から、今回も冒頭15分のセミナーや単Pのオブザーバー参加（ズーム）を

実施して開かれた役員会にしていきたい旨、挨拶があった。 

 

※PTAの必要性について 

大阪府PTA協議会（以下、「府P」という）の宿南会長・沢村事務局長から、

「PTAの必要性」について以下の通り、説明があった。 

⓵公益社団法人・日本PTA全国協議会（以下、「日P」という）をはじめとして、

64の都道府県・政令都市PTA協議会が組織され、その中に府Pが位置している。 

⓶府Pには7つの地区PTA協議会（豊能・三島・北河内・中河内・南河内・泉北・

堺・泉南）が組織され、全市町村が所属している。会員数は都道府県PTA協議会

で最大の約459,000人になる。 

⓷市町村PTA会長連絡会を行い、PTA関連の情報共有を深めている。 

⓸三行詩や広報紙のコンクールや委員会活動等の有意義な活動を行っている。豊 

中市からも多数の応募をいただき、桜塚小・第11中・庄内さくら学園中の表彰

も行った。 

⓹来年1月21日（土）に府P研究大会として、相川七瀬さんを講師に子育ての講演

会を行う。その他にも表彰式や事例発表等の様々な演目を予定している。 

⓺昨年度、豊中市連Pからいただいた会費は826,800円であった。その内、

319,120円を日Pに会費を納め、豊中市連Pへの活動活性化助成金211,234円を

助成している。差し引いた296,446円が実質に豊中市連Pからいただいた金額に



 

なる。府Pの事業規模から人件費や物件費を含め、運営の中でどうしても必要な

金額になる。 

⓻「人と人とのつながり」、「子どものために、保護者のために」を念頭に置いて

活動している。   

 

山崎上野小PTA会長から、単Pが率直に求めている「今後のPTA維持方法」や「人

材集めの方法」の情報をマニュアル等として提供いただきたい。また、東京都小学

校PTA協議会（以下、「東京都小」という）が日Pを脱退する経緯を教えてほしい旨、

発言があった。 

宿南会長から、東京都小には都内の15％の小学校PTAしか加入しておらず、日Pか

らの情報もない状況である。府Pにお声をいただくように、脱退その他の情報も日P

にも細かく提供いただきたいとの意見を挙げたい旨、発言があった。 

併せて、アンケートの計画を行い、できる限り単Pの率直な要望に応えられるよう、

改善していきたい旨、発言があった。 

仙﨑会長から、引き続き単Pに寄り添った活動をしていただき、PTAの有用性を発

信していただきたい旨、発言があった。 

 

２．各ブロックより報告 

  長島副会長（小学校北部）から、11月20日（日）午前に仲島正教さんの講演会と

分科会の内容でブロック研究大会を開催し、約90名が参加し多くの好評の声をいた

だいた。動画視聴も可能である旨、報告があった。 

  山本広報副委員長（小学校中部）から、「PTA加入者と非加入者によって入校許

可証を分ける」、「会長会の必要性」について話し合った旨、報告があった。 

  中尾広報委員長（小学校南部）から、島田小での文化祭にモルック等を出店し、

連Pと単Pの交流が深まった旨、報告があった。 

  中村書記（中学校北部）から、「単P役員や各委員長の選出」、「給食試食会」に

ついて話し合った旨、報告があった。 

  三間会長代行（中学校南部）から、「事前アンケート集計を使っての役員選出」

について話し合った旨、報告があった。 

  保坂副会長会委員長から、10月～11月に実施した副会長会アンケートの集計表を

情報共有し、単Pからの質問内容を参考に再アンケートを実施する旨、報告があった。 

 

３．議題案件 

 ・新ブロックに伴う次年度引継ぎ（輪番表、スケジュール、引継ぎあり方会） 

 仙﨑会長から、本日18時からのブロックあり方会の中で、中村大池小PTA会長 

から「令和3・4年度案のブロック再編は会則改正に該当するので、3分の2の決議 

が必要である。」との指摘をいただき、改めてブロック再編について以下の通りの 

いずれかの内容で進めたい旨、提案があった。 

⓵来年度も現状のブロックで連Pを運営し、来年度の中でブロック編成を再議論



 

する。 

⓶改めて、現状案・令和3年度案・令和4年度案で臨時総会を行い、3分の2以上

の決議の案に決定する。（満たない場合は現状ブロックを継続した編成になる

が。） 

 

 ・2/4（土）13時～15時PTA大会（＠文化芸術センター小ホール） 

   仙﨑会長から、PTA大会を2/4（土）13時～15時に以下のプログラムで開催し

たい旨、提案があり承認された。 

   13:00 オープニング 

13:10  会長あいさつ 市長あいさつ 教育長あいさつ 

13:20  表彰&発表 ①単P②委員会③イベント④ブロック 

⑤子どもたちのために関わっているPTA以外の功労者 

（※公民分館長、職員、地域の人たち） 

14:10  会長ディスカッション  ※テーマと参加者募集 

14:50  エンディング  ※単P写真募集、ブロック紹介、連P役員紹介 

14:58  最後の挨拶   15:00  終了 

 

併せて、オープニングの児童生徒の演目・各部門の表彰・会長ディスカッション

のテーマと参加・単P写真の応募を募りたい旨、発言があった。 

岩田会長代行から、表彰については準備担当（長島副会長・薗部副会長）を決め

て、表彰の受賞者を選んでいただきたい旨、発言があった。 

 

４．その他 

 ・役員から質疑応答 

   瀬尾副会長から、書面総会やGoogleフォームでの臨時総会の実施についての記

載を会則に追加した方が望ましい旨、発言があった。 

   事務局から、今後、総会の開催時に「書面や電磁的記録の総会の開催を認める」

内容の文言を追加した会則改正を決議したい旨、提案があった。 

 

 ・事務局から連絡 

   事務局から、前回の役員会で「PTA経験者が会員を担っている青少年健全育成

会と地域教育協議会の整理等」の質問について、「類似する活動（校区巡視等）

があるが、会の目的は異なっていて組織を一つにすることは難しい。今後、各組

織の目的の違いをそれぞれの全大会等で説明し理解を得ていくとともに、担当課

（児童生徒課生徒指導係・学び育ち支援課）の情報共有を深め、校区での会議の

同日開催する等、会員や構成員の負担軽減を図りたい」旨、発言があった。 

  

・次回開催日程 

 事務局から、次回役員会の開催について提案があり、1月17日（火）19時～教 



 

育センター研修室で「第7回役員会」を開催することとなった。 

 

５．閉会あいさつ 

  三間会長代行から、PTA大会に向けて充実した会議にしていきたい旨、挨拶があ

った。 


